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～ タイムリーな情報を、いち早く皆様にお知らせします ～ 

◆同業種間異業種間の世界的な生存競争の時代に入った 
金の力で勝つか知恵で生き残るか。日本の中堅中小企業は知恵を発揮して存続

成長していかなければならない。しかし所詮は大企業の金の力には早晩追いつか

れる。短時間に知恵を使い、先手先手で生きて行くことになる。 

知恵を使う分野は、新市場の開発、新生産技術の開発、多品種生産の無人化な

どであろう。これらのベースは裏方を担う生産企画力や生産技術力の差になりつ

つある。 

生産企画とは、生産工程の開発が中心で幅広い工学的発想が成果を出すことに

なる。業種に関係なく、役立つ工学は機械→電気→製缶→流体→電子→情報→化

学などあらゆる分野に広がりをみせている。 

生産技術も加工機械設備・治工具の開発から加工に付帯する分野まで広がって

おり、物流や情報・人の動きまで併せて取り組むことさえ起こりだしている。 

この縁の下の力持ちを如何に強化するかが日本の中堅中小企業が生きる必要条

件になって来つつあるように思う。 

 

 

 

 

 

 

情報てんこもりは、弊社の協働活動（受託事業・企画事業・出版事業）のタイムリーな情報をいち早く多くの方々に知っていただく

為に発信しております。（お問い合わせはｓｈｉｅｎｋｉｋａｋｕ＠ｂｓｏ．ｃｏ．ｊｐまで） 

詳しい記事やその他の情報は、ＢＳＯのホームページ http://www.bso.co.jp へ 

◆ＢＳＯは、ＩoＴへの取り組みがこれからの生産技術の柱の一つになると
みる 

長年必要性を説き研究会を開催すべく働きかけてきたが、今年度やっと参加企業

を含め３社で開始することが出来た。 

出来るだけ早い時期に戦略部隊として活躍することを目指しながらも初心者レ

ベルから始めている。 

 この半期の研究フレーム－ＩoＴ化の取り組み－ 

◆新時代の兆し 

１）コミュニティの場づくり 

・ＳＮＳなど以外にもコミュニティ 

に参加したい潜在個客がいる。 

・低価格で気楽に参加出来るロコモ 

K.O事業も意外と面白い。 

２）食べ物の素人ビジネス 

・外国人が自分の生活のための収入 

稼ぎで始めるなどの事例が目に 

付くようになった。 

３）発想豊かで面倒見が良い不動産

仲介業者と付き合う 

・不動産は売るのではなく、使い方 

を考えて貰いビジネスにする時 

代。 

４）変わり種自販機・無人店舗 

・意外な商品を扱う自販機、コンビ 

ニでは品数が満足できないおつ 

まみショップ。 

５）ママ友モール 

・子供連れで用事を済ませるなど、 

ママ友たちがひとときを過ごす 

ビルの建設が計画中。 
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◆霧研に外国人が参加 
・今期の霧研生は１０数名で始ま 

った。 

・ホーチミン工科大学卒の高度人 

財が１人参加して、日本人参加 

者と一緒に切磋琢磨している。 

・地区別より合同の会合を増やし 

たせいか活発だ。（新型コロナ 

ウイルス感染防止対策を講じ 

た上で開催） 

・今期は海外研修も実行しようと 

意気込んで夜遅くまで議論が 

白熱している。 

仕
事
の
無
人
化

仕事≒業務

不定型業務

定型業務

対応出来る人材の確保育成

人材が担当する値打ちがある

３Ｓ改善（単純化、簡素化、標準化）

開始タイミング

定型業務化

科学技術の発展を常に受け入れる

ＩoＴ化

対象業務の分解

業務を遂行するために外部から来る情報を入手する（ＩＮＰＵＴ）

OPERATION

TRANSFER
ｉｎ
INPUT OUTPUT

MATERIAL

ENGINE

業務遂行に最適なセンサーの選定

ＩoＴシステムのPM

次工程とセンターへの加工管理情報の提供

業務遂行に必要な情報加工と提供

担当する機械設備（生産手段）のアクチュエーターインターフェイスと接続

業務遂行のソフト開発

働き方改革

専門家が好まれない時代

人口増加による需要増

科学技術の進歩


